
社会福祉法人 北摂杉の子会

大阪市発達障がい児専門療育機関

（児童発達支援事業／放課後等デイサービス事業）

★専門療育の利用期間は4月～翌年3月になります

2020年12月改訂

アクセス 阪急「十三」駅下車、東出入口から出て徒歩約10分

※駐車スペースがありませんので、車でお越しの際は近隣の

有料駐車場をご利用下さい。

医療機関での診断／大阪市に利用登録 申し込み

事前の情報収集

初回 単独療育／ご家族のニーズの確認

個別の支援計画の作成／療育・保護者研修スタート

anについての説明

○療育利用の流れ

療育は保護者の方と協働のもとすすめていきます

○対象者
・年齢は年少から小学校3年生のお子さま

・定員60名（幼児40名/学齢児20名）

・医療機関で「自閉スペクトラム症」「自閉症」「広汎性発達障がい」

「アスペルガー症候群」等の診断を受けた児童及び保護者の方

・保護者同伴で1年間（療育20回）継続して通所が可能で、保護者研修

（年10回）に参加できる方 ※兄弟児を連れての利用は、お断りしています

○時間帯（※療育時間は１回１時間程度です）

※別紙『利用に関するお願い』をご覧ください
療育の曜日と時間帯は１年間固定です。年間予定決定後の変更はできません。

○利用料金

療育の利用については、国が定める利用者負担額を徴収させていただきます

※小学生については、平日の利用と夏休みなどの利用では負担額が異なります
ご利用いただくにあたり、通所受給者証の取得が必要になります

１ 自閉症等の特性理解

まず保護者が特性について正しく理解し、特性に配慮した支援が日常的に行なわれるよう

に支援します。

２ 個別の評価と目標設定
子どもを個別に丁寧に評価し、保護者と情報を共有します。その上で個別の支援プログラ

ムを保護者と共同で立案します。

３ 支援方法のモデル提示
療育の中で個別の目標に合わせた具体的な支援方法のモデルを提示します。

４ 家庭地域への応用発展
療育場面で身につけたことを、家庭や地域の生活の場へ段階的に広げていくことを目指し

ます。

療育方針



○療育相談（希望者のみ）

療育・保護者研修では解決しにくい問題について個別に相談に応じるため

に相談業務を実施しています。

○利用者の声

○療育の内容
・個別の支援計画をもとに、一人ひとりに応じたプログラムを提供します

・個別に行動や感覚の特徴・学習スタイル（強み・弱み）、興味関心など

の行動観察を実施し、丁寧に評価をした上で、一人ひとりに合わせた

個別療育を実施します

・療育中は、保護者の方にも療育に参加して頂きます

○1時間の流れ（※個別の目標によって内容は変更になります）

回 内容

第１回 療育って何？ ～療育のねらいや目的～

第２回
自閉スペクトラム症の特性の理解
～社会性・コミュニケーション・想像すること～

第３回
自閉スペクトラム症特性の理解
～感覚の違い～・疑似体験

第４回
評価について
～子どもの“芽生え”を見つけよう！～

第５回
子どもにわかりやすく伝えるには
～特性に合わせた支援～

第６回 人との関わりやコミュニケーション

第７回 子どもほめ方・持っている力の引き出し方

第８回 子どもは何に困っているのか？

第９回 取り組みの中で気づいたこと～取り組み発表～

第10回
1年間をふりかえって
社会資源の活用や園・学校との連携

活動 内容

身支度 お支度を自立して行います

スタッフと課題 目標になったことをスタッフと練習します

あそび 活動の切り替えや余暇の拡大を目指します

ひとりで課題 ひとりでできた！成功体験を積み重ねます

リラックス 好きな感覚を使って休憩します

手洗い・おやつ コミュニケーションの練習をします

はみがき 身辺面の自立を目指します

終わりの会 anの終わりを理解します

○保護者研修（受講必須）4月～3月（8・2月を除く）月１回全１０回
保護者の方が、我が子についての理解を深め、適切な支援の

観点とその方法について学習することを目的としています。

保護者同士の交流や情報交換なども行っています。

保護者研修

発達の遅れに対して、焦りや不安をまだ感じる時はあるが、

以前よりも余裕を持って子どもに接することができるよう

になり、子どもなりの成長のスピードや変化を感じ、嬉し

く思えるようになった。

子どもは、「難しそうだな」「きっとできない」とい

う気持ちから新しいことに取り組むのが嫌いだったが、

この１年で何事にも「やってみよう」という姿勢が見

られるようになった。適切な支援で成功体験を積んだ

ことで、意欲的に取り組めるようになり、結果「でき

ること」がたくさん増えた。


